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1.日本銀行外為法手続きオンラインシステムとは 

日本銀行が「外国為替及び外国貿易法」に基づく事務委任を受け、取り

扱っている届出・報告書を、書面で郵送する代わりに、パソコンを用い

てオンラインで提出（以下、オンライン提出という）することができる

システムです。 

 ご利用できる時間帯は、原則として平日※の「6:00～22:00」です。 

※ 土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）

に規定する休日および年末年始（12 月 31 日～1 月 3 日）を除いた日 

（概要図） 

 

 

 

 

 

 

 

── システム利用に際して、通信料以外の利用料金は発生しません。動作環境は、
日本銀行ホームページの「日本銀行外為法手続きオンラインシステムの動作環
境について」に掲載していますのでご覧ください。  

https://www.boj.or.jp/about/services/tame/t-denshi/t_densi15.htm
https://www.boj.or.jp/about/services/tame/t-denshi/t_densi15.htm
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2.オンライン提出のメリット 

自宅の PC からも提出可能 

職場や自宅のパソコンから※1、インターネット経由で迅速に提出で

きます。書類の郵送等を省略できるため、コスト削減（紙代、印刷

費、郵送費、交通費）にもつながります。 

※1．日本銀行提供のクライアント証明書をセットアップしたパソコン。 

入力漏れや、誤入力を防げます 

入力内容のチェック機能があるため※2、記入漏れや、誤記入を防げ

ます。※2．Excel テンプレート入力方式の様式の場合。 

紙の管理が不要に 

提出したファイルや履歴はオンラインで検索・閲覧できるため、紙

による管理が不要になります。また、過去の提出ファイルをダウン

ロードして次回のオンライン提出の元ファイルとして利用すること

もできます。 

＜到達済報告書検索画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

毎月提出している内

容を一覧で見られる

から便利だな。 

提出したファ
イルを閲覧・
ダウンロード

できます 

提出履歴を確認
できます 

Point1 

 

Point2 

 

Point3 
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「支払又は支払の受領に関する報告書」(様式 3 及び様式４※3)について 

※3．様式 4 は、様式 3 の都度報告にかえて、1 か月分を一括報告する様式です。 

提出期限の延長 

書面報告よりも、提出期限に１０日間余裕があります。 

＜提出期限※4＞ 

 オンライン 書面 

様式 3（都度報告） 20 日以内 10 日以内 

様式 4（一括報告） 翌月 20 日まで 翌月 10 日まで 

※4．取引実行日を基準。 

一括報告の利便性向上 

様式 4 では、支払等の報告を 1 ファイルにまとめて報告できます。 

＜様式 4（一括報告の範囲）＞ 
 オンライン 書面※5 

まとめて報告できる範囲 全ての支払等 取扱銀行等の 
店舗が同一の支払等 

※5．書面で「様式４」を初めて提出する場合は、財務省への事前通知が必要ですが、オン 

ラインの場合には当該通知は不要です。書面の場合の事前通知手続の詳細は、財務省 

国際局調査課外国為替室（03-3581-4111＜内線 5289、2866＞）まで照会をお願い 

します。 

 

 

 

 

  

 

書面でも一括報告が

できるけど、オンラ

インだと、より便利

になるんだな。 

 

オンラインなら、提出

期限が 10 日も長いか

ら、月末や決算期末で

も余裕をもって準備で

きそう。 

Point4 

 

Point5 
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3.オンライン提出の流れ 

① ログイン 

ＨＯＭＥ画面では、外為法改正関連のお知らせや、マニュアル、電子様

式（雛型）など、オンライン提出に必要な情報を掲載しています。 

 

  

ログインボタンを押すと「HOME」画面が開きます。 
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② 電子様式のダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 提出ファイルの作成（Excel テンプレートの例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルをダウンロードして保存します。 

入力方式は様式毎に定められています。 

詳細は日本銀行ホームページに掲載の「様式別入力方式および入力内容一覧」

をご参照ください。 

https://www.boj.or.jp/about/services/tame/t-denshi/t_densi14.pdf
https://www.boj.or.jp/about/services/tame/t-denshi/t_densi14.pdf
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④ オンライン提出 

作成した提出ファイルを取り込んだ後、送信します。 

 

 

 

 

複数の提出ファイル

をまとめて提出する

ことも可能です。 

「次へ」をクリックすると「報告内容確認」画面が表示されます。 

報告内容を確認した後、「送信」ボタンをクリックして、提出します。 



7 

 

⑤ 提出結果確認

「報告結果確認」画面が表示され、提出状況を確認できます。 

 

 
 
 

 

⑥ 提出ファイルの検索や閲覧 

オンライン提出した届出・報告書を事後的に検索し、閲覧することがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「完了」をクリックすると「到達確認シート」画面が表示されます。 

「到達確認シート」画面ではオンライン提出した届出・報告書の到達日時、

送信者等をご確認いただけます。 

ダウンロードをして次回のオンライン提出の元ファイルとして利用する

ことができます。 
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4. 本システムの主なセキュリティ対策 

次のような各種対策を講じることで、セキュリティを確保しています。 

日本銀行サーバの認証 

利用者のパソコンから本システムに接続する際には、日本銀行のサーバの正当性を

確認するためサーバ認証を行います。 

利用者の認証 

「ID・パスワード」および「クライアント証明書」を用いて各々の利用者の認証を

行います。 

暗号化 

利用者が送信する電子届出・報告書については、通信経路上での暗号化（TLS）を

施すことにより、第三者による盗聴および改竄を防止します。 

本システムへの不正アクセス防止 

ファイアウォール等を設置することにより、外部からの不正アクセスを防止します。 

ウィルスチェック 

利用者がオンライン提出する際には、利用者側において事前にウィルスチェックを

実施していただくことを原則としますが、本システムにおいてもウィルスチェック

を行い、他の利用者へのウィルス感染等を未然に防ぎます。  
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5.本システムを利用するには 

「日本銀行外為法手続きオンラインシステム利用申込書」をメールで日

本銀行に提出してください。 

届出・報告者と代理人との私的な契約関係のもとで、当該代理人がオ

ンライン提出することもできます。 

 

詳細は、日本銀行ホームページ「届出・報告手続きの電子化」―「オン

ラインシステムの利用申込みから提出までの流れ」をご覧ください。 

 

日本銀行ホームページ  オンラインシステム関連資料     

  

または下記 QR コードから確認できます。 

 

6.本件に関する照会先 

お問い合せが多いご質問については、日本銀行ホームページ「外為法の

報告書についてよく寄せられる質問と回答：『オンライン提出』関係」に

まとめていますのでご覧ください。 

日本銀行国際局 国際収支課 国際収支統計システムグループ 

E-mail：gaitame@boj.or.jp 

メール送信の際は、タイトルの最初に【照会】を付けてください。 

例：【照会】オンライン提出について 

Tel：03-3277-1504（受付時間 営業日の 9:00～17:00） 

 

  

以 上 

https://www.boj.or.jp/about/services/tame/t-denshi/index.htm#p02
https://www.boj.or.jp/about/services/tame/t-denshi/index.htm#p02
https://www.boj.or.jp/about/services/tame/faq/t_densifaq.htm
https://www.boj.or.jp/about/services/tame/faq/t_densifaq.htm
mailto:gaitame@boj.or.jp

